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　法政大学国際日本学研究所（HIJAS）が 2015 年度に行った主催事業、国際
シンポジウム、研究会、後援事業などの概要は以下の通りであった。
Ⅰ.	 第 1 回ヨーゼフ ･クライナー博士記念法政大学国際日本学賞授賞
式・記念講演会
　2015 年 12 月 12 日（土）、13 時から 16 時 10 分まで法政大学市ヶ谷キャンパ
ス 3 階マルチメディアスタジオ 0300 において、第 1 回ヨーゼフ ･ クライナー
博士記念法政大学国際日本学賞の授賞式と記念講演会が行われた。
　本賞はヨーロッパを代表する日本研究者であり、法政大学国際日本学研究
所（HIJAS）の設立以来、その発展に貢献してきたヨーゼフ ･ クライナー博士
の功績を称え、若手の海外日本研究者の活動を奨励する目的で HIJAS が 2014
年に創設したものである。第 1 回となる今回は、期待に応じて世界各国から
応募があり、厳正な審査の結果、2015 年 10 月にマルコ ･ ティネッロ氏（ヴェ
ネツィア大学カ ･ フォスカリ）への授賞が決定した。
　小口雅史所長の総合司会で行われた授賞式では、ティネッロ氏に対し、田
中優子総長より正賞の賞状と副賞が授与された。
　その後の記念講演会では、最初にクライナー博士が「日本研究にとって沖縄
学とはなにか」と題して講演し、東京大学東洋文化研究所に留学した際に石田
英一郎から琉球研究を、柳田國男から奄美の研究を勧められた逸話や、その
後の自らの日本研究での取り組みを通して得られた、「沖縄を通して日本を見
るだけでなく、沖縄そのものを知ることで日本のことがよりよく分かる」と
いう日本研究における沖縄学の重要性が指摘された。
　次いで受賞記念講演としてティネッロ氏が受賞論文「琉球使節の江戸参府か
ら見る幕末期日本外交の変化――近世から近代へ――」に基づく講演を行い、
幕末期の琉球使節が持つ意味を検討するとともに、琉球の政治的な位置を中
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心に日本の外交を考える場合、幕府・薩摩藩・清朝・西洋列強の歴史が連動
していたことを史料に基づき実証的に検討した結果を報告された。
Ⅱ. 	国際シンポジウム
1.	国際シンポジウム「中心と周縁―搾取に抗う環境・自然」（アルザスシン
ポジウム 2015）
1.1. シンポジウムの概要
　2015 年 11 月 21 日（土）から 11 月 23 日（月）まで、フランスのアルザス
欧州日本学研究所（CEEJA）において、国際シンポジウム「中心と周縁―搾
取に抗う環境・自然」（アルザスシンポジウム 2015）が開催された。主催機関は、
法政大学国際日本学研究所（HIJAS）、フランス国立科学研究学院東アジア文
明研究センター、ストラスブール大学人文学部日本語学科、CEEJA であった。
　2010 年から 2014 年までの 5 年間、「日本意識」を軸として行われたアルザ
スシンポジウムは、今回から新たに「中心と周縁」と「環境と自然」を議論
の枠組みとして設定した。
　今回のシンポジウムでは、日本と欧州、そして東西文明の結節点であるトル
コという異なる知的伝統を有する研究者が一堂に会し、「自然資源」について
の功利的な見方、あるいは中心による周縁の収奪という構造を超え、これら
の諸問題に対して新たな道筋を切り開くことが期された。そして、思想・歴史・
文化・政治・言語・環境といった諸側面から、日本側 5 名、欧州側 6 名が報
告を行い、さらにその報告について総括の討議を行った。
　その結果、特に、「中心と周縁」そして「自然と環境」という主題の下でな
された多様な報告に対し、各参加者は、国籍や専門分野の知見の中に閉ざされ
ず、例年にも増して、率直かつ真摯な意見交換を行った。これは、危機的な
状況の中で、国際日本学の学問的な開放性がより有効に機能したことを示して
いよう。第 2 日目の総合討議では、とくに「中心と周縁」という論点につい
て、日本の官僚機構と市民の力の関係、「中心としての宗主国」と「周縁とし
ての植民地」の関係性の問題など、今後の研究の課題も指摘された。これらは、
次回のシンポジウムでのテーマ候補として今後検討されていくと思われる。
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　なお、2011 年から始まったストラスブール大学日本学専攻の大学院修士課
程の学生による聴講が今回もあった。昨年に続いて、法政大学からストラス
ブール大学への派遣留学生の参加も行われた。第 1 日目のみの参加が多数で
はあったものの、2 日間で延べ 14 名の学生が報告を聞き、時には会場で積極
的に質問に立ったことは、このシンポジウムが有する教育的意義を証してい
よう。さらに、一般からも 3 日間連続で参加された方々がいたことは、本シ
ンポジウムが市民社会に開かれた催しであることを改めて示すものであった。
Ⅲ.	 研究会
1.	環境・自然研究会ワークショップ研究発表「環境とリズム：和辻哲郎の倫
理学を手掛かりに」
　2016 年 3 月 22 日（火）、法政大学九段校舎別館 3 階研究所会議室 6 におい
て、研究発表「環境とリズム：和辻哲郎の倫理学を手掛かりに」が行われた。
報告者は犬塚悠氏（法政大学国際日本学研究所客員学術研究員、東京大学大
学院学際情報学府博士課程、日本学術振興会特別研究員DC2）であった。
　犬塚氏の発表の後、一般市民を含む参加者との 1 時間にわたる活発な質疑応
答が行われた。その内容はバラエティ豊かなものであったが、中でも特に和
辻の倫理学が成立した当時に比べて今日の社会のリズムが多元的になってい
ることに言及するものが多かった。まさにこのリズムの多元性に今日「善く
生きる」ことの難しさの一因があり、和辻倫理学から今日の社会を再考する
意義があると考えられる。一人の参加者の言葉通り、今後もアカデミズム内
の議論に留まらずに社会の様々なアクターと協同する必要性も再確認された。
2.	外国人客員研究員研究成果報告会開催報告
　2015 年 5 月 18 日（月）、法政大学九段校舎別館共同研究室 4 において、外
国人客員研究員研究成果報告会が行われた。今回は、繆暁陽氏（北京週報社）
が「なぜ日本人の 9 割が中国によくない印象を持っているのか？――研修レ
ポート」と題して報告した。
　繆氏は 2015 年 1 月 26 日（月）から 5 月 25 日（月）まで法政大学国際日本
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学研究所に外国人客員研究員として在籍しており、今回は 4 か月間の日本滞
在中に行った調査と研究の成果の一部が報告された。
　報告から、繆氏が 4 か月間の日本滞在中に日本の文物に触れるだけでなく、
多くの日本人と交流を結ぶことで、日本の実際の姿や等身大の日本人の様子
を経験したことが示された。そして、こうした取り組みが今後の日中両国の
あり方に一つの指針を与えたといえるだろう。
Ⅳ.	研究所来訪
1.	湯重南氏の本研究所訪問
　中国における日本史研究領域の研究の第一人者、湯重南氏が 2015 年 7 月 26
日（日）、HIJAS を表敬訪問され、小口雅史所長と王敏教授と懇談した。
　湯氏は中日間の外交関係史を中心に、視野の広い研究を推進しておられ、そ
れを踏まえて、今後の中日間の共同研究の在り方や、未来像を中心に、中国社
会科学院と本研究所との間の交流をめぐって、意義深い意見交換がなされた。
2. 三谷真澄教授、片山章雄教授の本研究所訪問
　龍谷大学教授三谷真澄氏、東海大学教授片山章雄氏が 2015 年 8 月 7 日（金）、
HIJAS を表敬訪問され、小口雅史所長、貝塚一郎課長らと懇談した。
　三谷氏は、今春改組移転がなった龍谷大学国際学部国際文化学科に所属して
おられ、その改組課程で、新学部名称に国際日本学を冠する計画もあったこと、
実際にはその名称は採用にならなかったが、内容的には世界の中の日本とい
う形で、国際日本学的な要素が残ったことなどを説明され、本研究所との研
究交流などについて話題となった。
　本研究所は JBAE（在日本仏教美術データベース）を運営しており、仏教学
との関係は必須のものと考えてきたので、こうした活動を中心に今後の協力
関係のあり方について議論した。また研究補助体制について、PD や RA の活
用の具体的方法などについても話題が及ぶ有意義なものとなった。
　会談の後、本研究所のサーバー室や共同研究室にご案内し、デジタル化の
最前線についてご覧いただき、今後の作業方法についていろいろ議論を交わ
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すことが出来た。
3.	南開大学周恩来研究センター徐行教授の訪問及び「周恩来と日本」研究会
の開催
　南開大学周恩来研究センターの徐行教授が 2015 年 8 月 8 日（土）に HIJAS
を訪問され、周恩来の日本観及び外交思想を中心に、日本と中国の現状から
文化的側面についてまで、さまざまな事象に触れながら参加者と有意義な学
術交流をした。
4.	アダム・バルカット教授の来訪
　2015 年 10 月 6 日（火）、バングラデシュのダッカ大学日本研究センター所
長（JSCDU）のアダム・バルカット教授が HIJAS を来訪した。
　今回の来訪は、2014 年 9 月 6 日（土）にバングラデシュを訪問した安倍晋
三首相が共同声明を発表した際、学術交流に言及していることを受け、ダッ
カ大学日本研究センター所長であるバルカット教授が日本の大学との交流を
実現させるために来日し、日本研究の専門機関である HIJAS が提携先の候補
に選ばれたために実現した。
　参加者は、ダッカ大学側がバルカット教授と、バルカット教授を招聘した国
際交流基金の麦谷真理子・日本研究・知的交流部アジア・大洋州チーム長代理、
HIJAS 側が小口雅史所長、貝塚一郎課長、高畑圭子・グローバル教育センター
事務部長、鈴村裕輔客員学術研究員であった。
　会談では、バルカット教授の自己紹介に続いてダッカ大学日本研究センター
やダッカ大学の概要が説明され、HIJAS 側から高畑部長による法政大学の国
際交流への取り組み、鈴村客員学術研究員が HIJAS の活動を伝えた。その後、
今後の取り組みについて意見の交換が行われ、ダッカ大学日本研究センターと
HIJAS、ダッカ大学と法政大学とが今後の交流の促進に務めることが確認され
た。
5.	何香凝美術館の本研究所表敬訪問
　楽正維氏をはじめとする中国何香凝美術館一行総勢 7 名が 2015 年 10 月 6 日
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（火）に HIJAS を表敬訪問され、王敏教授・専任所員と懇談した。王敏教授は
プレゼンテーションを行い、法政大学の歴史、法政速成科で学習した清国留学
生、法政大学と何香凝の関係などを紹介した。何香凝美術館側は歴史、とりわ
け何香凝と法政大学及び日本との繋がりについて大変興味を持ち、王敏教授と
2 時間にわたって有意義な討論を実施した。また、今後相互の資料交換などを
通じて学術交流を深めていくことに合意した。
6.	四川外国語大学日本学研究所長楊偉氏の本研究所表敬訪問
　四川外国語大学日本学研究所長の楊偉氏が 2015 年 10 月 23 日（金）に
HIJAS を表敬訪問され、王敏教授・専任所員と懇談し、両研究所のこれまで
の学術交流の成果をまとめ、2016 年度の新しいプロジェクトの協力について
意見交換した。
　これまでの成果を深化させるべく、来年度、以下のプロジェクトに協力す
ることに合意した。
①研究成果の出版
『詩人黄瀛与日本現代主義詩歌』（西南師範大学出版社　2016年3月予定）
②国際会議の共催
「中日両国を跨る人々の「過去形」と「現在進行形」――黄瀛生誕 110
年を記念して――）」（2016 年 10 月に四川外国語大学で開催の予定）
7.	クリスティアン ･オーバーレンダー教授のHIJAS 訪問
　2015 年 11 月 11 日（水）、ドイツのマルティン・ルター大学ハレ - ヴィッテ
ンベルク（ハレ大学）政治学・日本学研究所のクリスティアン・オーバーレ
ンダー教授が法政大学国際日本学研究所（HIJAS）を訪問した。
　今回の来訪は、ハレ大学と法政大学の間の教育・研究面での交流を促進する
ことを目的としており、ハレ大学からはオーバーレンダー教授が、HIJAS 側
が小口雅史所長、貝塚一郎課長、高畑圭子・グローバル教育センター事務部長、
日野好幸・グローバル教育センター事務課長、鈴村裕輔客員学術研究員が参
加した。
　会談では、まずオーバーレンダー教授がハレ大学の概要説明を行い、続いて
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法政大学の紹介を高畑部長が、交換留学生受け入れプログラム（ESOP）の概
要を日野課長が説明した。さらに、オーバーレンダー教授がハレ大学におけ
る留学生の受け入れの状況をした後に、双方で意見の交換が行われた。最後に、
より良好な関係を築くために、今後も意見の交換や協議を継続して行うこと、
さらに、自然・風土・地域・環境といった、HIJAS が取り組むことを計画し
ている研究課題に関して相互協力の可能性が検討され、会談は終了した。
Ⅴ.	後援事業
1.	公開講演会「欧州コレクションにおける日本の宗教画と「おふだ」が伝え
る江戸時代の信仰」
　公開講演会「欧州コレクションにおける日本の宗教画と「おふだ」が伝える
江戸時代の信仰」（主催：科学研究費助成事業（基盤研究（B））「在欧日本仏
教美術の基礎的調査・研究とデータベース化による日本仏教美術の情報発信」、
後援：法政大学国際日本学研究所）は、国内外の研究者 5 名の研究報告によ
り行われた。
　本講演会は、上記科学研究費助成事業（研究代表者：クライナー・ヨーゼフ）
の研究成果の一端を紹介するもので、チューリッヒ大学附属民族学博物館が
所蔵するヴィルフリード・シュピンナ ・ーコレクションを中心に、バジル ･ ホー
ル ･ チェンバレンとベルナール ･ フランクによる日本の仏教美術品の収集の
特徴が検討された。
　5 件の報告から、シュピンナー・コレクションの特徴の概要が示されるとと
もに、チェンバレン・コレクションやフランク・コレクションとの対比によ
り、シュピンナ ・ーコレクションの相対的な位置付けが明らかにされた。なお、
今回の講演会を含む研究成果は、2016 年に英文の報告書として刊行される予
定である。
2.	平成 27 年度科学研究費若手研究（B）採択「戦前の民間組織による対外的
情報発信とその影響：英語版『東洋経済新報』を例として」
2.1. 第 1 回研究会「石橋湛山と東洋経済新報社の対外活動」
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　2015 年 9 月 30 日（水）、法政大学市ヶ谷キャンパスボアソナード・タワー
25 階 B 会議室において、研究会「石橋湛山と東洋経済新報社の対外活動」が
開催された。
　本研究会は、標記科学研究費若手研究（B）（研究代表者：鈴村裕輔、研究
課題番号：15K16987）による第 1 回目の研究会であり、講師に増田弘氏（東
洋英和女学院大学）を招き、HIJAS の後援の下に実施された。増田氏の報告
により、『東洋経済新報』と石橋湛山の対外的な活動の概要が明らかにされ、
今後の研究の推進に有益な知見が得られた。また、今回は研究者以外にも市
民の参加があり、広く市民に開放された研究会となった。
2.2. 第 2 回研究会「政党内閣制という経験―自由の基盤としての機能と非常時
暫定内閣」
　2015 年 12 月 16 日（水）、法政大学九段校舎別館 3 階 研究所会議室 6 において、
研究会「政党内閣制という経験―自由の基盤としての機能と非常時暫定内閣」
が開催された。
　本研究会は、標記科学研究費若手研究（B）による第 2 回目の研究会であり、
講師に村井良太氏（駒澤大学）を招き、HIJAS の後援の下に実施された。村
井氏の報告により、英語版『東洋経済新報』が創刊された 1934 年前後の日本
の政治の状況と課題が明らかにされ、今後の研究の推進に有益な知見が得ら
れた。また、今回も研究者以外にも市民の参加があり、広く市民に開放され
た研究会となった。
2.3. 第 3 回研究会「1930 年代の日米関係―野球とオリンピックを中心に」
　2016 年 2 月 29 日（月）、法政大学市ヶ谷キャンパスボアソナード・タワー
25 階 C 会議室において、研究会「1930 年代の日米関係―野球とオリンピック
を中心に」が開催された。
　本研究会は、標記科学研究費若手研究（B）による第 3 回目の研究会であり、
講師に池井優氏（慶應義塾大学）を招き、HIJAS の後援の下に実施された。
以上の池井氏の報告により、英語版『東洋経済新報』が創刊された 1934 年前
後の日米関係が明らかにされるとともに、民間交流、民間外交が果たした実
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際の役割が示され、今後の研究の推進に有益な知見が得られた。また、今回
も研究者以外にも一般市民が参加し、研究会は広く市民に開放された。
Ⅵ.	その他
1.	日本人類学ワークショップ第 26 回大会での講演報告
　2015 年 9 月 1 日（火）から 4 日（金）まで、トルコ・イスタンブルのボ
アジチ大学で Japan Anthropology Workshop（日本人類学ワークショップ：
JAWS）の第 26 回大会が開催された。HIJAS からは小口雅史所長とヨーゼフ・
クライナー客員所員が招待され、それぞれ講演を行った。
2.	国際シンポジウム Buddhist	 Japonism:	 Negotiating	 the	 triangle	 of	
religion,	art	and	nation
　2015 年 9 月 18 日（金）、19 日（土）、ジュネーブ民族学博物館（スイス）
において、国際シンポジウム Buddhist Japonism: Negotiating the triangle 
of religion, art and nation が開催された。本シンポジウムは同館が、HIJAS
の JBAE を活用し、在欧日本仏教美術作品を集めて行っている展覧会 “The 
Buddhism of Madame Butterfly : Buddhist Japonism” の関連行事であった。
HIJAS からは小口雅史所長、ヨーゼフ・クライナー客員所員、ジョセフ・キ
ブルツ客員所員が参加した。本展覧会とシンポジウムの実施により、JBAE が
欧州で有効に活用されていることが紹介されるとともに、在欧日本仏教美術
コレクションの由来がこれまで以上に明らかにされ、今後の在欧日本仏教美
術研究の新しい地平が示された。
3.	独立行政法人日本学術振興会「平成 27 年度科学研究費審査委員」受賞報告
　小口雅史所長が独立行政法人日本学術振興会「平成 27 年度科学研究費審査
委員」において表彰された。法政大学からの表彰は小口所長が初めてである。
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